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77　頭頸部癌に対する非特異的免疫療法の検討
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　近年遺伝子工学の発達により大量のr－IL2が使
用できるようになり，LAK療法や，　CTL療法など
の免疫療法が注目を浴びてきている。今回我々は，
CTL療法の基礎実験として，　r－IL2を用いたLAK
療法を行ない，LAK投与前後の組織を免疫染色し，
比較検討した。
　症例は，43歳男性舌癌T3N2　Mo　StagelVで，　cell
sparatorを用い患者末梢血よりリン2・xe球を分離し，
rlL　一一　2を加え，5日間培養後，25×108個のLAK
細胞を得た。LAK細胞は浅側頭動脈に挿入した動
注カテーテルよりrIL－2と共に注入した。免疫染
色はLEU　2，3，4，　IL－2R，　HLA　一　DRを行った。
LAK前に比べてLAK後にLEU　2陽性細胞の増加が
見られたが，他はLAK前後であまり変化が認めら
れなかった。また，LAK後に腫瘍組織の壊死像が
認められた。
　Adoptive　immunotherapyは，肺癌や，肝臓癌で
はある程度の効果を上げているが，頭頸部領域で
は未だあまり効果が認められていない。その理由
の一つとして，LAK細胞を静脈内投与した場合の
体内動態があげられる。文献によると，静脈投与
したLAK細胞は投一与直後より肺に集積し，数時間
肺に停滞した後に肝および脾に移行する傾向があ
るとされ，歯頸部固形癌の場合，静脈投与した
LAK細胞の腫瘍への集積が少ないためLAK細胞と
腫瘍細胞の接触する機会が少ないことが抗腫瘍効
果の低下につながるものと思われた。今回の結果
ではLAK細胞の動注によりLEU2細胞の増加が認
められたが，これは，LAK細胞の集積によるもの
かIL－2の作用によるCYTOTOXIC　Tリンパ球の
増加の結果だと思われた。いずれにしてもLAK
細胞の動脈内注入により腫瘍細胞との接触機会が
増え，より高い抗腫瘍効果が期待できるものと思
われた。
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　口腔領域における腫瘍の間質成分に関する研究
は少なく、癌組織における間質成分の増生と癌細
胞増殖との関係についても、未だ解明されていな
い。今回我々は、間質を構成する細胞外マトリッ
クスのうち、コンドロイチン硫酸プロテオグリカ
ン（CSPG）の分布を免疫組織化学的に検索し、組織
形態学的屋見および癌間質におけるリンパ球浸潤
度、TNM分類を用いた臨床所見との関連性につ
いて比較検討し若干の知見を得たので報告する。
　対象：当科外来において生検を施行した一次症
例のうち、扁平上皮癌22例を対象とした。また正
常口腔粘膜5例を対照として用いた。
　方法：組織材料を10％ホルマリン固定後、パラ
フィン切片とし、HE染色後1982年の頭頸部
癌化扱い規約に基づき分類、間質におけるリンパ
球浸潤度を1956年のBlackの分類に準じて、
Grade　O～4に分類した。また抗CSPGモノクロー
ナル抗体（CS56，　Chondroitin　B－lyase処理後2B6）
を用いてSAB法にて免疫染色を施した。
　まとめ：①，正常口腔粘膜では、コンドロイチ
ン4硫酸（Ch－4S）および6硫酸（Ch－6S）は上皮下結
合組織に広く認められたが、弱陽性であった。ま
た、デルマタン硫酸（DS）は上皮下結合組織に広く
陽性として認められた。②，扁平上皮癌の間質に
おいては、Ch－4SおよびCh－6Sが陽性反応を示す傾
向が認められ、DSは陰性反応を示す傾向が認めら
れた。③，組織形態学的分類においては、低分化
になるにつれて、Ch－4SおよびCh－6Sの陽性反応が
高くなる傾向を示した。④，癌間質におけるリン
パ球浸潤が著明になるにつれて、Ch－4S，　Ch－6S，　DS
いずれも陰性反応を示す傾向が認められた。⑤，
TNM分類と癌間質におけるChS異性体との間に
は、明らかな関連性は認められなかった。
（44）
